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申請理由書

申請者 東京都町田市森野字
‐
?‐解

町田市代表者 市長 石阪 丈―

鶴川駅周辺は「町田市都市計画マスタープラン」及び「鶴川駅周辺整備基本方針」によ

り、町田駅に次ぐt〔ぎわけの拠点として f副次核」に位置付けられています。

本申請建築物は、鶴)|1駅周辺再整備事業に伴い、駅南北、の連絡性を向上させると!と もに

バリアフリ‐経路の確保及び地域の回遊性の向上を図ることを目的に公共用歩廊付属のエ

レベータ
=の
設置を計画致しました。 |

設置場所はヾ鶴川駅南土地区画整連事業区域ふら方、田急方ヽ田原線を横断し併願している

北日広場への南北自由通路、駅舎及び鶴川駅北口広場に至ります。

(1)交通について :                  !

平レベーター棟は鉄骨造で、歩道上に設置するため、本エレド●ターオ束が道路を通行する

下般車両や消防車両等の緊急車両あ妨げになることはありません。また、電車線を新たに整

備する計画はありません。なお、本エレベ■夕
=棟
は道路管理者が管理する施設となるためて

通行の用途以外には利用されません。                  |

(2)防火にっいて
′    |

主要構造部はすべて不燃材とし、乗降日の扉は防火設備とすることで、当建築物の水災に

よつて公共用歩廊の避薙に支障がない建築物となっております。           .

(β )安全につぃて

道路橋示方書に基づく耐震設計を行い、十分な耐震性能を有することを確認しておりて地

震による倒壊等、隣接する建築物への影響はありません。

(4)衛生につし|ヽて        :
エレドーター棟の屋根材はアルミハニカムパネルのフッ素樹脂塗装、外壁は強化合わせ

ガラス、床は花南岩で仕上げることにょり(滑 りにくく、環境衛生上の維持管理しやすい設 |

計とします。                            ´
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公共用歩廊との接続部には、排水機能を備えたエキるパンションジョイントカ
バーを設

け、公共用歩廊の1去,部べ雨本を処理することで、床面に雨水が湾まらない設計■なつており

ますと

1定に基づく許可申請を行います。

| '津
築物の利便を妨tヂ そヽの他 :以上の事から本件につぃては安全上、防火■及

び衝生上他T

周囲の環境を害するおそれ
イがなぃと認められるので、建築基準法第44条第 1項 4,の塀


